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社会福祉法人横浜市福祉サービス協会  

横浜市新子安地域ケアプラザ 
 

住所：横浜市神奈川区新子安 1 丁目 2-４ 

TEL：423－1701 / FAX：423－1702 
 

◆開館時間：月～土曜 9:00～18:00(夜間開館時は 21 時) 

日曜祝日 9:00～17:00 
 

◆休館日 ：第 3 土曜日、１２月２９日～１月３日 
 

◆最寄駅 ：JR 新子安駅より  徒歩 3 分 

京急新子安駅より 徒歩 3 分 

 

 

わたしたちにも、できるかも？ 

ご近所で始める子育て支援 

フレー！フレー！  
フレイル予防  

「歌って、笑って、フレイル予防」 
講 師：音楽療法士 矢野 珠里先生  
参加費：無料 
申 込：新子安地域ケアプラザ（423-1701） 

先着 20 名 

6/29 

(月) 10:00～11:30 
会場：横浜市老人福祉センターうらしま荘 

6 月 18 日 木  10:00～11:30 

みんなが気になるお薬の話 

会 場：新子安地域ケアプラザ ボランティアルーム 
講 師：しんまち薬局 薬剤師 
参加費：100 円（飲み物・お菓子代） 
申 込：新子安地域ケアプラザ 

お薬の効き方、飲み忘れた時はどうしたらよい?等、 

ちょっと気になるお薬の疑問を薬剤師が解説します。 
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会 場：新子安地域ケアプラザ  
多目的ホール 

講 師：日本健康運動指導士会 
神奈川支部 和田 宏子先生 

参加費：3,000 円（全６回分） 
    ※コース初日にまとめてお支払い 
申 込：６月 10 日（水）より 先着 25 名

地域包括支援センターからのお願い 

6/11 木  10:00～11:30 

会場:新子安地域ケアプラザ 多目的ホール 

対象:テーマに関心のある方 

内容:ガイドボランティアについて 

     子育てサポートシステムについて 

申込:kodomomirai.project20172017@gmail.com 

食中毒の予防  <協力医コラム> つよし在宅クリニック 伊藤剛先生 
このたび、新子安地域ケアプラザの協力医を務めさせていただくことになりました、つよし在宅クリニックの伊藤剛と申します。クリニ

ック名にもあるように患者様のご自宅（在宅）で診療を行う訪問診療を中心に、地域で暮らす方々の医療に携わっておりま

す。訪問診療では、病気だけでなく、その方の思いや生活、ご家族を含めた生活する地域に目を向けることの大切さ、また介

護・福祉との連携の大切さを日々感じています。協力医として地域の皆さまと関わる機会を頂けましたので、今以上にこの地

域をよく知り、皆さまが住み慣れた場所で自分らしく安心して生活を続けられるよう少しでもお役に立てればと思っております。 

さて、今年も暑い夏が予想されていますが、これからの季節、熱中症とともに注意が必要な食中毒のお話しをさせていただき

ます。食中毒の原因にはウイルスや寄生虫などさまざまなものがありますが、梅雨から夏にかけては、気温や湿 

度が高くなり、細菌による食中毒が増えやすい季節です。細菌による食中毒の予防の基本は、菌を「つけない・ 

増やさない・やっつける」ことです。「つけない」ためには、調理前や食事前、生の肉や魚、卵を触った後は、石け 

んでしっかり手を洗うことが大切です。「増やさない」ためには、料理は⾧時間出しっぱなしにせず、早めに冷蔵 

庫へ入れましょう。「やっつける」ためには、加熱して調理する食品は十分に加熱することが重要です。 

最近は、テイクアウトや食品ロスの観点から外食後の食べ残しを持ち帰る機会も増えています。昨今の気温上昇の影響から

も帰宅まで時間がかかる場合は食品が傷みやすいため注意が必要です。持ち帰った料理はできるだけ早く食べ、すぐに食べな

い場合は冷蔵保存し、食べる前に十分温め直しましょう。今回はご挨拶とともに食中毒予防についてお話ししました。 
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各講座の新規生徒募集中！ 定期開催中の講座 

※主催・後方支援事業を掲載しています。 
日程が変更・中止になる場合がございます。 
お問い合わせはこちらまで  新子安地域ケアプラザ  TEL:４２３－１７０１ 

新子安地域ケアプラザ予定表 


